
今号の内容：

Ｚ会教科担当者からみた
大学入試問題の変遷

3年目となる北海道教育委員会，昨年度からの大分県教育庁高校教育課，
長崎県文理探究科連絡協議会と連携し，「探究的な学び」の実現を⽬指
して，授業研究に取り組みました。

 北�����員�との��は3年⽬を�え，昨年度の国�，地歴（歴史），
��，理科（��），�国�（英�）に，�年度からは地歴（地理）を�え，

5�科6科⽬で「��的な�び」の���に向けた授業研�を��しました。
 �たに��した地歴（地理）では，地理��「⽣活�の�査と地域の��」

で授業研�を�開しました。⽣徒が��な地域の�題を発⾒し，��の問いを

立てるプロセスを捉えるべく，�材や⼿立てを�りました。東���⼤�附属

�等��の栗��理先⽣にも，���と当⽇の研�授業・研�協�に��いた

だき，��的な立場からさまざまなアイデアをいただきました。また，2年⽬
の��となる�国�科（英�）では，����⽬標をもとに，「⾃�の�⾒や

理由を英�で⾃�をもって�せる⼒を�に付けさせたい」という授業者の想い

のもと，帯活動の��を�識した単元・授業づくりをしました。

 さらに�年度は，⼀�の授業研�に��した指�主事や先⽣�と，�科・科

⽬ごとに�り�りの場を�け，授業研�⾃体へのフィードバックを共有してい

ます。授業 研�コミュニティの�⼤には，授業研�を�した�員の�びの⾃覚
�，すなわち，どのような��があったかや�に向かうべき�向を⾃覚するこ

とが�となることがわかってきたからです。

 ����プロジェクトでは，�き�き，北�����員�と��し，⽣徒と

�員の双�の�びを��させていくことを⽬指し，授業研�コミュニティを�

⼤していきます。3⽉2⽇（⼟）に開�するオンラインイベント（左�照）で，
プロジェクトとの��担当の�から，�年度の��をご�告いただきます。
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今号の内容

教育委員会等との連
携における授業研究
の様⼦
・北海道教育委員会
・⼤分県教育庁⾼校
教育課
・⻑崎県⽂理探究科
連絡協議会

探究的な学びの実現と授業研究コミュニティの拡
⼤へー両輪で⽬指す新しい教員研修のカタチ

『��く�びの���〜����の

アップデート〜』では，キックオフ

イベントからの２年間の活動を�り

�り，��・授業��のアップデー

トに向けて，みなさまとともに�え

る場にしたいと�えています。

北�����員�と⼤������

����の�から���告していた

だきます。��はWebページから�

3/2(⼟)13:30〜16:00開�
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大分県との2年目になる連携では，昨年度に引き続き『指導教
諭をリーダーとしたチームによる授業改善の推進事業』と連動
させ，国語・地歴・数学・理科・英語に情報，家庭を加えた７
教科で授業研究に取り組みました。
 6⽉に��したチームメンバーの��わせでは，昨年度の��を�
して⾒えた成果と�題の共有や��の��に向けた�し�いを⾏い

ました。昨年度の授業者とリーダー（指���）が，「授業を��

していく��が�員にとっての��であった」と�り�られたこと

が��的でした。

授業づくりを探究していくことで得られる
教員の学び，そして更なる実践へ

現場発信で，各教科，新しい授業のカタチにチャレンジ！！

 各�科チームで，研�授業に向けた��を�めるに先立って，研�授業��クラスの授業��や，��の��等への

��が��されました。例えば，理科（��）では，��の附属国�中等����で国�バカロレアの理念に基づく授

業を��するとともに，どのような授業研�にしていきたいか，それぞれの想いを共有し，授業研�の⽬標やテーマを

��しました。

 9⽉から�まった指��の��では，単元⽬標を再�するとともに，⽣徒の�えの�がりや�まりをどのようにつく
り，どのように�価するかという�論へと�まっていきました。例えば，国�科（古典）では，⽣徒が当時の時代背�

や��に基づいた価��を理�しながら，古典を�むことに�して，どのような活動がよいかを��していきました。

 12⽉には，各�科で授業研��を��しました。例えば，情�科では，⽣徒がWebアプリケーションを活⽤し，�
�のデータから何を�み�ることができるかを�えながら，��⼿�と��を�んで��を重ね，��していました。

授業者は，チームの先⽣�と��を重ねながら��した研�授業を�り�り，��の授業づくりにつながる⾒�や�え

�を顕在�していました。

 �年度��も，チームで��的な�びの授業デザインをするとともに，��的な�びのコミュニティをリードする指

���，指�主事としてのスキルの�得を⽬指して，��的な�り�みを�けていきます。

��にて��された理科（��）での協�の��

連携２年目となる長崎県文理探究科連絡協議会（文理探
究科新設５校で設置）では，実施教科および参加校を増
やして，授業研究に取り組みました。
 �年度�たに�成した�国�チームでは，夏から，英�の

授業における��的な�びについての�⾒��を�して，�

�の授業をいかに��的に�開するかというテーマを��さ

れました。11⽉の研�授業に向けて，授業者の先⽣とプロジ
ェクトの⼩��員を中�に，⽇常的に��の場を��し，協

�を重ね，授業研��を�えました。研�授業�の事�協�

�では，授業者の⾃�とともに，授業研�のプロセスを��

し，��者がお�いの��を共有し，��の授業の���に

ついて��しました。��に，⼩��員より，「�プロジェ

クトの�国�チームでは，�しい，���がある，�味があ

ると�じるときが『�せ』だという点に�⽬し『Meaningful 
な授業』の�現を⽬指して�り�んでいます。研�授業に向

けた���でも，『Meaningful な授業』として⼤切な��
となる指�と�価の⼀体�，⽇常⽣活とのつながりをもった

オーセンティックな�題，�り�し，�り�ることについ

て，授業者と何時間も�し�いました。⽇�の何気ない��

の中にも，たくさんヒントがちりばめられていると�じた貴

重な時間でした。�回，�まっていただいた先⽣�と，��

もゆるやかにつながっていきたいです。」とお�しいただき

ました。２⽉中に，�り�りの�を��し，チームメンバー

の先⽣�の�年度につながる��にしたいと�えています。 

 ��チームは，⼤���のSSH事業における���
�科⽬「OMURA STEAM LABO」の�科��プログ
ラムに「�共」の授業を��づけ，研�授業を��し
ました。他�科とのつながりや�科��の�義を�く
�識された�り�みとなり，他�科の先⽣�にとって
も�びの�い��となりました。

 �理��科��協��５�の枠を�えて，��10回
の研�授業を��し，��や⽣物のように２回⾏った
�科もありました。ボトムアップ型のコミュニティの
形成��の⼀事例となっています。�年度は，これら
のコミュニティをいかに�げていくか，その�⼤��
に�⽬し，そのための⼿立てを�えています。

 昨年度末，北��・⼤�����員�の担当指�主事の�には，授業研�のプロセスや�びをもとに，授業研�

の��のための��材としてツールキットも作成していただきました。現在，����プロジェクトの各�科のツ

ールキットのページにて�開しています。ぜひご活⽤ください。
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